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クレムリ ン の 苦 悩





















































































































































































































ー－ Xl ・E ・ - 120-
（付〕 ソ連邦アジア地域における



































































































































































難航していた日ソ航空交渉は， 14日午前日時， ダニリチェフ ・ソ連代表が外務省を
訪れ，日本側提案（モスクワ以遠3地点までの自由乗り入れ権，2年後自主運航など〉
を全面的にのむと最終回答をおこなったので，急転解決し， 15日午前11時から外務省

































































































































6. ソ述側は， nr:和43年から 2年間は年！品no能ma，その後は§f.間20億 rn3の天然ガ









































































クズネツオフ ・y連第1外務次官は， 17日午後4時，中川大使全招き， ベトナム問
題に関L，日本政府の注意を促す覚書を手渡した。 これにおJ・L, 26 J・I，下旧外務次官
-215-
シベリ ア開発 C1～2月〉













































































































































1毛 力（100万kwll」f) 507 110% C前年比〉
Zコ． 油 (100万トン〉 243 109% C II 
ガ ス (10｛意mS) 129 117% C II 
石 炭（100万トン〉 578 104% C I 
コークス用炭（100万トン〉 139 104% C I 
銑 鉄（100万トン〉 66.2 106% C I 





















となる。また， トラクター，コ ンパインなどの工場側のー責任を拡大し，アフター ・
サーピス期間を900時間から1500～2000時間にまで‘延長－する。J
































































-219ー 一（ 15 ）ー
ジベリア開発（ 1～ 2月〉
になる。
















































































































































































































































































































































ットの月面軟着陸が， 5凶日に遂に成功した。 「ノレナー9号jは 1月31日打上げ










































































6 日 Vチェリ ャピンスク鋼管工場とソコロボ・サルパイ採鉱富化コンビナート表賞
せらる一一lzvest.ijaによれば， 2月4fl付ソ辿邦般市会議幹部会令により，ウラ
ルのチェリャビンスク鋼fj；＼；工場はレーニン勲章を，また，カザアスタン商部のソ





















































































































































21日 V ウィルソン英首相の訪ソ一一2月21日午後5時半〈日本時間同日午後 11時
半〉，ウイノレソン英首相は， チャノレフォント国務相〈軍縮担当〉カズンズ技術相
を伴い，モスクワのシエレメチェボ空港に到着した。英ソ首脳部は22日からクレ
ムリ ンで会談を開始したが，焦点の 「ベトナムj と 「核」の問題では，ソ連側の
態度は冷く，政治的成果は殆んどあげられなかった。英首相は24日，英ソ共同声
明に署名したのち，同日午後帰途についた。





























































































































































































































（住）1. メギオソはイル トヮイ ツju[とコンダinfの合流点付近υ プレクサンドロフス
クはトムスク州のオピM・.岸にある小村裕である。
（注）2. シベリアにおけるパイデヲイン建設のスピードは年間 300km｛立が無理のな
い速さであ り，この建設光了までには， 20年はかかるであろう という事は，既に





























































































































した。（カッコ内は計画量〉ベニザケ 4200トン（3500トン〉 自サケ 31500ト
ン（28600トン〉 マス 47900トン（47400トン〉 多艮ザ、ケ 2900トン（4200ト
































































































































































































































































7 目 V クラスノヤルスク市の水不足一一クラスノヤノレスク市の建設は急速な発展を
























キーロフ地区党委員会第1書記 IT. Agapov以下8名の職員に対し， 社会主
義勤労の英雄の称号，レーニン勲章および 《鎌と樋》金メダノレを授与した。

































































































































21日 V トルクメンの石油労働者にレーニン勲章一一トルクメ ン共和国のネピト ・ダ









































































































































































































-257ー 一（ 61 ）ー
シベリア開発（3月）
ウランパートル市 1966年1月15日









司主 カ 約 2.0倍
精 銅 約 1.9f音
鉛 約 1.4倍








































































































































































































l . 23歳までの青年の新党員への採用は青年共 i?f !1] 盟からに限るべきであり， また
新党rt般的のほ怖は現行・o):-J "I乙でなく [iw以J：の・tH売をもっ:1・2r iに｜別るべきである内
主た党n1，走者nに栴 F・げナる：IJIJNW¥'置も廃すべきである。党員の名に値しな いものはそ
の除名をmu唱にすべきである”






1 .・19()41j:,10月， (5｛］三 3)L n J1の党q，央委総会はわが毘｜の経済仏E勢を深く分析し
否定的な現象のJ>i（悶を仰19し，それを克服する道主IY！らかにして特別の立総をも勺た。
経済の行期と；H-nlifr成での欠陥， 1!l立採t}-t'.I：の過少；1,叩in. 物1'U1(Jt iWt-1¥1(1当時l]i般の不十
分な利用などが経済成長のテンポに影響した。最近まで行われていた生産管理， ;}l-『！1j
作成の経済的刺激の方式はわが国のより高度に発展した生産力の水準には相応しな


































































とおり， 3月29,30, 31日の 3日間の会議をすませたのち，大会は 4月に入
った。



















































































スースロフ，エム．ア． ( I ) 
































































































































































1）工業生産 7.9% （計画 6.7%)
2) 電力と熱エネノレギー 10% （前年同期 10%)
燃料工業 6% ( ， 7%) 
鉄と非鉄金属 9% C ， 7%) 
化学工業 12% C II 14%) 
機械製作と金属加工 11% C ， 7%) 
林業，木材加工，セルローズ，製紙工業 3% C I 4%) 
建設材料工業 9% C ， 10%) 
軽工業 7% C I/ 10%) 
-333- 一（79）ー
シベリア開発（4月〉
食品工業 6% C前年同期 10%)
日常消費財生産工業 1s% C I 10%) 
〈前年同期比）
3）綿織 物 103% C前年間持]102%)
毛織物 108% ( I 94%) 
縫物製品 101% C II 97%) 
皮 靴 101% C I 100.2%) 
肉 146% C I 115%) 
ソーセージ 107% ( fl 103%) 
海 産物 100.2% ( t』 123%) 
動物性油 106% C I 172%) 
植物性油 101% C I 115%) 
カン詰 88% C I 109%) 
ラジオ，電蓄類 106% ( I 108%) 
テレピ 133% C I 115%) 
冷 蔵庫 143% C I 132%) 
洗 濯機 118% C I 118%) 
家 具類 111% C I 104%) 






























































































































































































































































































5 日 V 第23回党大会に報告された東部諸地域の成績ー一一SeliskujaDzizng紙によれ
ば，第23回党大会中全ソ各地の勤労者から作業遂行の成果について報告が行なわ

















































































































































































































































































































































-353ー 一（ 99 ）ー













































1. 1l竪工業においては約 300の大企業の辿設と 100以上の操業中の企業の再装備が
予定されている。この分野での生産成長テンポは2.Hffとなる。 1970年には織り物95～







大し， 1 fむ（570071トンにする予定である（1961年～65fF.の年平均は i他3000万トン〉。






まして， 5ヵ年百十回末には 115ノレーブノレとなろう。 コノレホーズ凡の協同経営からの収
入は35～40%的大しよう口減税』tinもつづけられ3 月詣＇.i70Jレープソレまでの賃金は免税
とすることが考えられている。
1. 5ヵ1v.・,1 FiR 中に都市に4億8000万平方メートルの住宅を建設し，農村には200




























































































































































































































































































































































































5月2日， トヨタ自動車工業が明らかにした。 トヨタはこの引合いについてP 目下慎
重に検討中であり，近く正式の態度を決める予定であるという。
日誌 （5月〉


























































































































































































































































































































海地方第一書記 V.E. Chernyshev，ハバロフスク地方第1書記 A.P. Shitikov 
サハリンスク州第1書記 P.A.Leonov，マガダン州、｜書記 S.A. Shaidurov，アム
ーノレ州第1書記 S.S.Avramenko，カムチヤ ツカ州第 l書記 M.A.Orlov，赤旗
太平洋艦隊司令官 N.N. Amelyko 海軍大将，極東軍管7司令官 1.G. Pavlovskiy 
陸軍大将らが出席した。
21日 V ソ連，アスワンダム費用値引き一一 21日付のカイロの新聞アノレ ・アハラム紙
















































































28 B V タス通信，ハノイのミサイルについて報道一一一ソ連の報道人として，はじめ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0工業総生産 前年同期比増 8% 
エ ネノレギー
燃 料 産 業
鉄および非鉄金属
































0電 カ 2660億kw時 前年同期比増 8%増
石 油 1億2850万トン II 9 グ
ガ ス 708億ma " 13 " 
石 炭 2億9300万トン I 2 II 
－内コークス炭 7080 II II 4 II 
銑 鉄 3470 I II 6 II 
鋼 4760 , II 6 II 
圧 延 本オ 3780 II I 8 II 
鋼 待回望＝ 7億4000万m II 9 " 
484万1000トン II 9 II 
鉄 鉱 石 7870万トン " 5 
II 
鉱 物 肥 料 1710 " I 
17 , 
農 来； 10万2.000トン " 5 II 
自 動 車 32万4000台 II 守 II
ト フ ツ ク 18万7000" " 8 " 
冷 蔵 康 102万9000I " 40 , 
洗 濯 機 188万H II 15 11 









































































































































































































































































































れた。 900万トンのうち 3分の lは協定初年度に引渡され現金で支払われる。これで
1963年以来，ソ連がカナダから買い付けた小麦の量は 8億4800万ブッシェノレとなった。
























ソ連経済の改革は急速に進行しつつある。 例えば， 7月 9日付のPravd，α紙などに






























家畜 389万5000トン 83万8000トン 127% 
1713万5000 II 112万8000 II 108% 






















































































































住者・たちは，このほど操業を開始した。ウスチ ・カメノゴノレスク ・チタン ・マグ































































































































































































































































































































































































































































7 日 Vシェレーピンの噂一一 モスクワの権威筋は 7日，シェレーピン，ア・ヱヌが，
近く軽工業，消費財・生産の責任者に任命されるかもしれないと述べた由である。














河の左側の大きな支流イノレク ー ト， キ トイ， ベーラヤな どでは水位が3.5mまで
上がり，各部落は洪水の危険にひんしている。救援活動は速やかに行なわれ，《MI・
4》ヘリコプターが多数出動しつつあるという。






































































-・ 449- 一（ 177）一
シベリア開発（7月〉
発表した。ウェーレンは統合参謀本部に勤務中， ソ連大使館員セノレゲ、イ・エヂム




































































































































































































































第 3条 ⑦派遣問は， f店長・の任命に先だち，拡受同の［！U立を必要とし， 館長の任務閃
始に先立ち，領事委任状を提出しなければならない。②l接受国は，委任状が提出さ
れたときは，できる限りすみやかにl認可：！止をf!WJをに与えなければならなu、




















の飢：＜）f.剖iのW'PlfliTirVJにもj笹川され， 士た， i府i立周によD傾才Jf.市注I先のi差行の｛．花限を’り． 
えられた外3と・1:史rm厄iの1WiiJ父；：lt土3 この条約に法づく4医手Jj’午＿＇：・
支’けるo ③官p］！：職Iガを遊‘行する外交｛史；m匝iの十，Yf 只の外x半＇i'lWI立， j立im関係のir法務
に関して接受国の民事管轄権に服する場合を除き，影響をうけない。
第12条接受国は仮事官の任務遂行， 特持免除の本有について十分な使立を与える。
第13条 m派泣闘は，旬刊i：的事務所および仮事官， 領事館職員の住居にあてる目的 0〕
ために必要なこ！：J山，五l物などを， 接受国の法令が認める保有形式により，取得し， 1-i 
有し，賃借することができる。＠抜受悶討）みは， j)[j犯の土地， 述i1却などの入手をw




第15条 :lJ."1 :・ 1丸不可μとする3
第16条市？PJi：公文:;l}=lt，不可伎とする。
第 l7条 CD似’Irft'fは，本国政H:r. 1・ rn1の外交｛iむ何ir-lおJ：び似τi]f向1と通信する舵手1Jを有
ナろ＂ (i；官i’Jffil'の公のj面nお.］：び公川J,.Jl:IJ央l:tI 不if-:"lとするn ③伝書便として公
JI J.jflJ持を，1輸送寸司るものは， 外交伝書便と 1ilじ椛平1｝，ヰ｝Hli:りf!.1主を：！；q-r-J-þÿ0‹(l 
第・18条①領事官
され石口（互filj：目Jf!r,・ 領事館職員およびその家族は， 接受悶の）fl]þÿN‹{¡ 轄権から免除さ
れる（） ③派遣国は，明示の通告により，前記の免除を放棄することができる。
第19条　①接受国当局は，領次官 領事館職員に対し， in:・aを行なうこと主張；i1でき








を免除される。②派遣国は，m! :tj Of1Q };5に関して徴収する手数：M－について干1税を免除
される。






































第36条 CDiM lt þÿVýn〔1J（が相続人ti乙{J｝立す執行内・を政さずに死亡したときは， J主党｜｝！
の関係当局はその旨を領事官に通報する。 ②領 '.j¥:fi・は， 必受問の司法ザi応の放l1；の
;HW.B I＇すで， ｜’1 r.u1亡のi自1_{,:</)・ ・ ・l!.'il'I切h. f与』・W,W J}IL 利益代表などを行なうことができ


































。）述fil, 拘禁された自 国民を訪問し，これと通信する領事官の権利は， 2 lJない
し，tnの1mに行使することができる。























































































































レスト党政治局員らが加わってし、る。 （注：幹部会は議長 I名，削議長14名， 書






































































































































o連邦会議代議員 767名（うち482名新人， 64.1%) 
0民族会議代議員 750名（うち533名新人， 70.1%) 
o再会議代議員合計1517名中，党員は75%の1141名，婦人代議員は415名。





















































































































































ソ連〈代表M • N ・ サクラチェンコ漁業次官〉は相変らず出漁国間の均等分配を主
張し，日本側がその捕獲能力の実態からみてさらに譲歩することを，期待しているノ
ノレウェー〈代表W・G・ソノレベーグ外務省経済局第6課長〉も， 一昨年－の第四次南鯨



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































落に安価な電力を供給し始めた。 トラストは現在， 1500km 以上の送電線と200以
上の変電所を操業に入らせた。建設者たちは，ソビエト政権樹立50周年までにク
ラスノヤノレスク地方の16の農村地区を完全に電化するといっている。


































































































































































































































































本の,1倍強），人口120万 （日本人口の約80分の l〕， tl(E〕の政党がモンゴル人民j'i空命党
(1921年3月創立























































































































































肉1.5伐， LI土‘平手Ll.5f丸羊毛15%，殺lJIT1. 4｛音，ジャガイモ 2.9f弘町・菜2.7倍。
企投資制の約30%，即ち， 前期5ヵ年TI'!・Wiの投資額の2惜の金額をj民業の物質的・技
術（t!J],t地の拡充に投入する。
牧苗終．済の而では全生産を 30%他大させる。家1数を 7-9%増加させ， 2500～
2600万頭に迷せしめる。 このうち，羊を 9～10%，牛を14～15%，ラクダ1～2%, 
1 r羊2～3%，応 1%を惜別させる。 また，国営t足場・の家畜を25%，政栄合｛字社の家
五？を 9%J判別させる。羊毛の生産中を5.7%，搾乳1,tを20～21%増大させ，ラクダ毛，
山羊毛の生産率を向上させる。肉の国家口付けを20～23%，手Lf-i付げを15～18%，各



































































i光神 奈 羊 毛 （1000トン）
不毛！拠織物（1000平方メートノレ）












ま 粉（1000 1 ) 






































アノレコ－ ）レ（1000デカリッ卜／レ） ,1-tJ.3 140～ 160 
















































l Of.iむ8000方～11{む JI 
80007i～900071 " 
'1 ｛む；90007:i～5｛息 世






















生総数は22万fiOOO人に泣するn ( 1 965年比45％増）






1. I 9'18～52イド出 lrk 5ヵ1f-;i'j－阿
1953～571！三郎 2,k 5ヵfド計［ih
1958～60午 3ヵイr=-;:"! þÿu;
1961～65{!: ti1 3次 5ヵ1:.J'I阿






































乃． トゥグリクの1日n1:t, 100トゥグりクが 22.5ループル， l米作！ドルが4ト




C:t J!I I別保〕（12名） J 9G61-p 8 jJ :J日付発令
ソ辿Jj）・ m1僚会活一議長（首相〉 コスイギン，ア.:r.ヌ．
ソ述n・｜倒僚会，誕一応Jil院長f¥:;J-1! （節 l副1J-rtW) マズロフ，カ．テ．







;Jj出fl【・ I別僚会議一議長代理（副首相〉 レセチコ， zム.，少.
ソi出J!S・｜別｛氏会議 ；議長代理1（而i首相〉 ノヴィユフ，ヴェ. :Lヌ．
ソitHs・IUJ僚会議一議長fu:m （副首相）・国家建設委員会（ゴスストロイ）議長 ノヴ
イコブ，イ．テ．
ソ辿n-1則的会議一議長代現 cM,n1-1=n) スミノレノフ， I リ．グヱ．










ソ連邦 • HiJ洋』1H!Fltl パカエフ，グェ．ゲ．
:J 連邦・国防工業用 ズグ.:r.レフ， Iス. 7. 
ソ連邦 • 一般機械製 f1斗：円 アアプナシェフ， zス．ア．
ソ連邦・器具製 þÿO\0ü•ê動化手段―管理組織相 ノレドネフ， カ．ヱヌ．
ソjilJ:1【・交通行｜ ベシチェフ，ベ，ペ．
ソ連邦・ラジオ工業相 カノレムイ口フ， 1/ :r .デ．
ソ連邦・中型機会製 þÿO\vø スラフスキイ，イ；r..ぺ，
Y i!l.Un・工作機械製作’ri:Ut］：業HI コストクソフ，ア．イ．
ソJilin・il政 i泣1・5公J!.:・ri：来：川険M11tnミt日 ノヴ；j・シエロプ，イエ. :i:ス．
ソ述ns.li:t船工業HI プトマ，ベ．イ ;r.. 
ソ連邦・トラクター―農業機械製作相 シニツィイン，イ．エ7.
ソ連邦・運輸建設相 コジょにブユコフ， イ;r.. .:r.フ．







Y辿n・外務中n グロムイコ， 7.7. 
ソ連邦・文化相 フルツェゲァ，イヱ．ア.Ch.tD 













ソ連邦 • kl!投資材工業相 グリシマノフ，イ．ア．
ソ述Jl5. 漁業相 イシコフ， 7. 7. 




ソ連邦・財務相 Jl1レプPゾフ， ヴ;r.• -;r:フ．




〔閣員，但しソ連大臣 Iこ才！：ず〕（ !) t,) 
ソJ!lUlSI別僚会話.;tli'¥j主｜司京在日会；花氏一一ソ辿邦大同一ー コノレヱ1 ツ， 1 リ.:r. 
ソ連邦・人民統制ー委員会議長 ヨワノフ，ペ．ヴェ．

















γ，ゼ／レパイジt，ンJI_：干1f1J• I別fl.で会i能一J能長〈首干U) γリノ、ノフ， ニ乙．エヌ．
リトワニア共和国 . l忠l杭f会；i盗一；高長〈首tl) シユマウメプJス，エム．ユ．
モ日グビアJl_:f川司・問僚会議一議長（削ゆ ディオルデ、イツア，ア．エブ．
ヲトグイプJt干Il可・ i別附会議一議長（1可・中｜〉 ノレベン， グェ．ベ
キノレニ＼：.：＂ズJtf1D;I• I測点会議一議長（首相｜） マンベトフ，ベ．
グジ｝ク共手nl"il・I別僚会i議一議長（首・」l) カノ、 11ブ，ア．
ア／レノニアJVf川主1・1悶僚会l義一議長〈首1tl) ムラデーγン，ベ. ,・. 
トノレクメン共T1rn1・1別僚会議一議長（首相｜〉 ガプ¥jプ，エム．
エストニアJt.fl悶・ IP.僚会議一議長〈一昨；H.1) クラウソン，ヴエーイ．
UIJ ソ辿JISi'Y þÿvøI ( 1名入加JV,lJ t手Il臼「＇fmc1s名）， ソ辿JI：抗 11/tl r1・ þÿvø( 2名），

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ノレロ ｝ズ ・厚紙コンビナー トで使用されることになっている。


















































































































































































































































































VオJロ コムソモリスク 悶石油 パイプライン建設計画一－Izvestija紙によれ



























































































































































































































































































収 穫 高 ヘクターノレあたり
1964年 11.4ツエントネノレ
1965年 l億2000万グ 9.4 I 
1966年 1億6000～6500万グ 13.3 If 





















































林業，紙パノレプ業 4 % " 
建設資材工業 10% I 
軽 工 業 9% If 
食 料 品 工 業 4%" 
日用消費物資工業 12%" 
。電 力（10億kw時） 369 前年同期比 108% 
石 油（100万トン〉 197 II 109% 
ガ ス（10億m3) 105 " l12% 
石 炭 (100方トン〉 439 " 102% 
内コークス用炭（100万トン〉 107 " 103% 
銑 鉄（100万トン〉 52.4 II 106% 
鋼 鉄（ II 72.0 " 107% 
圧 延材〈 ” 56.0 " 107% 
鋼 管（100方m) 1,118 " 109% 
II (1,000トン） 7,338 ， 110% 
鉄鉱石 (100万トン） 120 I 105% 
鉱物肥料 (100万トン〉 25.9 " 115% 
自 動車（1,000台〉 501 " 109% 
トラック（ II 284 " 108% 
電気機関車（台〉 450 ， 92% 
セメント（100方トン〉 59 t』 111% 





ラジオ（ I ) 
電気冷蔵庫（1,000台）























































































































































































































































































































































































































0 レーニン賞＝2年に l度レーエン生誕日（ 4月22日〉に授与する。授与
数はsoC科学 ・技術25，文学・芸術5）とする。賞金は各1万ルーブル。
0 ソ連国家賞＝毎年10月革命記念日（11月7日〉に授与する。授与数60（科










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日， ドルチコス ・キューパ大統領。 9日，マーチン・カナダ外相。 13日，リ






































































































取，島根の 4県から 2ヵ所をえらぶ方針であるという。また， 1967年 6月に
は日ソ沿岸貿易の専門家会議がナホトカでひらかれる予定である。






























松， トド松〉で 1m3あたり 1ドノレ50セント安（40年度価格CIF19ドノレ10セ



















































































技術専－門学校， 629の小学校があり， 共和国全体で4人に 1人は学んでヤる。 ま
た，ソ連邦科学アカデミー・ シベリア支部のヤクート出張所と16の科学研究所が
ある。



































































































































































































































































































































































































































































































































19日 Vモスクワ放送， 「東南アジア農業開発会議」非難－ 19日の日木向けモスク
ワ放送は， 12月東京で聞かれる予定の「東南アジア農業開発会議Jに関連して，
これは米国の侵略方針に盲従しているものであると非難した。












































一（348 )- - 306ー
シベリ ア開発（11月〉
Vポドゴルヌイ議長，ウィーンでインタビュー一一オーストリア訪問中のポド





























































































































24日 V ソ連，英国にゴムプラント発注一一英国の機械設備建設会社サイモン ・ハン
ドリング・エンジニアス社は， ソ連園内にゴム工場1工場を設備する金額400方
英ポンドの注文をうけたとロンドン発外電は伝えている。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































21日 V ソ連 ・l、ノレコ首相第2回会談。
Vアルバニア党機関紙，ソ連の親中共派誕生を報道一－）＇； レバニア勤労党＇ 1－＇火























































































































































































電所， レガノレ ・アノレミニューム工場，ヤパン電気化学工場およびジジクルー ト採
鉱治金コンビナート，テノレメズ＝クウノレガン ・チュベニヤノくン鉄道をkl；没するこ
とを予定した。






















































J . 30 I Pravda 紙， ；，.ターリ γ干ヰZ平価
1. a1 I ルナー9号，月街軟着陸に成功
2. 10 I Pravda 紙，「コプニ y拾文jで毛思想批判
2. 12 I 2作家に矯IE労働，自由湖毎の判決
2. 19 I党中央餐総会開骨量




s. 1 Iメーデー（1[事パレー ド復活〉






6. 12 I ソ連邦最高会議代議員選挙




8. 2 I第7向ソ連4'H道会議m 1会期開催。コスイギン首相以
～31下念附i世再任さる
8. 29 I少年率併訓l敏学絞殺Il
8. 3L Iウ唯一 νγ級告占の配布然It








12. 1s I第 7回最高議第2会期開催
～19 I 
12. 29 I「語、い収J紙，毛路線を批判
1 9 6 6 年のシベ リア 開発年表
軍E 5耳
1. 1 I食材物鏑引下げ
1. 1 Iチュメ ＝＇－＝ スルグウト間鉄Jli建設機備隊鈴
l. 5 I Guclok紙，ハバ a7 ；，..タ地方の新5n年計鴎紹介
l. 71 プヲーツタ林貴重集問，セルローズの生~開始
1. 20 Iクルップ社，号スタヲ支店閉鎖
1. 23 Iチ＆メ エ州ベ Faゾーポ地区のガスパイプライ；；j,I続
i完7
1. 29 I北部シベリア鉄逃建設計図発表
2. 2 I 65年度経済統計宛表
2. 7 Iイグリム＝セーロフ問ガスパイプヲイ Y完成
2. 19 I 新 5 ，年計何事E，党中央会で承~さる
a. 6 Iモスタヲ量主悲外3):i;J!, tシベリ 7視祭
3. 12 I Guel。k紙，極東開発針耐を総介
3. 28 Iレs ノプルス 夕張鉛工場操業開紛
4. 1 Iシベ日ア，極東への投資削減か P
4. 211 m 1四半期実績発袋
4. 24 Iザーベルマ γ教授，労働者の犠理機帆
4. 25 Iサイパ不ティッタスの3学者にνーユン’A’授与
ι23 Iシベリ 7，板東の河川，航行開始
s. 4 Iフィアッ I・ t土，ソ連進出
s. 17 Iコルホーズに月給制実施
6. n IエS セイ河上海大洪水
6. 20 Iカナダ小炎釣900万 トγ紛入
6. 26 I中央7ジ7で大洪水
1. 1 Iγzνーピ Y，刑事を建築怨~資伐・者に伝命か？
1. 9 I ;t1J澗方式漸次実績を栃げる
7. 23 I上早期経務笑続発表




9. 24 Iソ述 ・中共貿易さらに減少
9. ao I盤工業鰻品の卸売鋪絡，来年から引下げ
10. 6 I史よ段i硲の量豊作か
10. 15 lルノー社． ソ連進出
10. 23 11騨廠問題，波面化
10. 23 I 9 ，，月間のm 奇策総発談
11. 11 Iチs メー＝＝オムス タ附パイプヲイ：，，－部完成
12. 1s I新5ヵ年計画最終型軽，厳術会織によ喧！されず
-191 
12. 1s Iプラーツク水力発電所， 181昨日の発電機始動
12. t8 I薪経済方式， 700企ヨ躍で成功
12. 30 Iタイクエト＝レナ鉄道常化完了
12. a1 Iマカト＝シェフチェ γョ問（700k僧）鉄道開通







































12. 8 Iネタラー γフ，東京で議回i







I. 12 Iプレジネフ:lJ1 ；！｝記，－｛；ンゴノレwr:i
～17 I 
1. 13 I；米ソロ脳， シャ λ トリ向l度1綿の葬儀にI¥鰍
2. l 1アフガン首相訪ソ
2. 2 I ＂スイギ γ首相 f非按悩は致事院しないJと宵．宵
2. 12 I i!独大使館員 1名と記者2名に退去命令
2. 1s I小ソ友好｜司態相互援助条約16縛午．
3. 19 I米ソ新文化協定側印
4. 4 Iソ巡 ・北朝鮮貿易協定調印
4. 21 Iグロムイコ外相イタ V7紡l伺
～23 I 
4. V I ?" oムイヨ外相，ローマ法T:Iこ接見
s. 10 Iプνジネフ併記長，ルー守＝－ 7 l/;I日1




6. s I・ンェレーピγ；’i.rc• .t, Yゴル党大会tEa前
6. 6 Iワルシャヲ軽量紛外相会i波蝶鮫
～17 I 
6. 13 Iコスイギγ首相，フィ Y予：， J'訪問l
-18 I 
6. 20 I i:ゴール大統依，紡ソ
～7. 1 l 




7. 25 I ＆・t,＂／ト問主 E総r.:li!P
8. 26 I紅衛兵，北京のソ巡大使館ヘデそ





11. 14 Iポドゴルヌイ一行，ワィ ーγ訪問
u. 15 Iフイ Y 予Y ド大統領，紡ソ
11. 16 I最高会縫代l<IDl，ロンドγ紡問
u. 11 I i:プレ仏蔵相，紡y
11. 22 Jプヲク γ英外相訪ソ。 1!＇／外相会主主
11. 28 Iプレジネフ21記長，ハγガリア党大会出席
12. 1 I :i；，.イギγ首相．フヲソス訪問








韓 国 321頁 256頁 268頁
中 国 品切 519 
イ ン ド 244 241 257 
イ ン ド シナ 324 263 267 
フィリピ ン 167 173 274 
タ イ 247 240 332 
シンガポ ーノレ
374 242 196 
インドネシア 303 296 251 
ピ ノレ て司「 269 325 387 
ノぞキスタン 406 品切 354 
シベリア開発 283 386 387 
く国別シリーズ〉 定価 800円 は部数僅少のためア
ジア経済出版会（東京都新宿区市ヶ谷本村町42TEL（代表）
353-4231）に直接お申し込み下さい。
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